
平成 28 年 6 月 30 日 
仙台市教育委員会 

仙台市の震災復旧と防災対策（学校施設関連） 

 

Ａ 震災復旧 

１．津波被災校   津波被災した３校については統合、廃止により再建を断念し、２校は解体

済又は解体を準備しており、残り１校は震災遺構として保存が決定している。 
２．地震被災校 

  ①主要構造部   震災前に耐震改修工事は終了しているが、基礎地盤の沈下等により被害が

大きかった学校については、改築（全面、一部）を完了している。（校舎３校、

屋内運動場１校）その他構造部材に損傷があった学校については、補修によ

り復旧を完了している。 
  ②校庭、擁壁等  校庭の地割れ、擁壁、法面の損壊については復旧を完了している。 
 
Ｂ 防災対策 

 １．非構造部材の落下防止対策 天井材、照明器具、バスケットゴール等の対策工事は昨年度に

終了している。 

 ２．指定避難所となる学校施設の機能強化 

  ①屋内運動場にバリアフリートイレの設置、併せて既存トイレの洋式化を推進 
  ②保健室に空調設備を設置 
  ③指定避難所の校舎屋上に太陽光発電システムを整備。併せてＬＰＧ発電機、ＬＥＤ灯光器を

増備 
  ④災害用簡易組み立てトイレの備蓄量の変更 
  ⑤水道本管に直結できる非常用水栓の整備 
  ⑥テント式プライベートルームの整備（女性の着替え、授乳用） 
  ⑦備蓄倉庫の整備 

⑧災害時用備蓄の充実 （震災を踏まえて備蓄内容や量を見直し） 
⑨災害時多言語表示シートを整備 

 
 ３．避難所の運営及び地域版マニュアルの作成 

    避難所運営は、町内会をはじめとする地域団体、避難者、市、避難所となる学校がそれぞ

れの役割を果たし協働で行うこととし、運営に関わる各主体が協議を行い、地域コミュニテ

ィーの事情に合わせた地域版避難所運営マニュアル作成している。また、市の体制として、

避難所を市役所の各課に割り振り全庁的に対応することとし、策定した避難所運営マニュア

ルを基に避難所担当職員の研修を行うとともに、平時の地域版避難所運営マニュアルづくり

の支援、防災訓練などを通して地域との顔の見える関係を構築している。現在は、このマニ

ュアルに基づく訓練等を実施している。 

資料２ 
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 ４．避難所の開設手順 

  ①震災直後、建物の安全が確保できるまでは、一次避難所として避難者は校庭に待機。 
 ②施設管理者等（教職員、指定動員職員、地域で選ばれた方・避難施設のカギを保有）が「避

難所等安全確認チェックシート」にて安全を確認し、避難所を開設。   【別紙】 
 ③早急に応急危険度判定士が建物の安全を確認。 

 
Ｃ 防災教育 

    単に毎年の防災訓練のとどまらず、児童生徒が災害に対する正しい知識や対応方法を身に

付け、自らの安全を確保できる「自助」の力を育むとともに、他の人や地域の力となれる「共

助」の意識の育成を図る。 

- 2 -



続
い
て
裏
面
「
内
部
」
の
点
検
を

 
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

避
難
所
等
安
全
確
認
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
避
難
所
外
部
編
）

 
 

そ
の
他
，
注
意
を
要
す
る
事
項

 

 

◆
避
難
所
に
危
険
等
問
題
が
あ
る
場
合
の
連
絡
先

 
災
害
対
策
本
部
 

       ◆
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
関
す
る
相
談
先

 

都
市
整
備
局
 住

環
境
部

 建
築
指
導
課
 
  
T
E
L 
2
14
-
8
29
9 

青
葉
区
役
所

 
 

TE
L
 
2
2
5-
7
2
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
2
2
-7
1
1
9 

宮
城
総
合
支
所

 
TE
L
 
3
9
2-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
3
9
2
-2
2
2
8 

宮
城
野
区
役
所

 
 
TE
L
 
2
9
1-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
9
1
-2
3
7
1 

若
林
区
役
所

 
 
 
 
TE
L
 
2
8
2-
1
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
8
2
-1
1
5
2 

太
白
区
役
所

 
 

TE
L
 
2
4
7-
1
1
1
1
 
 
 F
AX
 
2
4
9
-1
1
3
1 

秋
保
総
合
支
所

 
TE
L
 
3
9
9-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
3
9
9
-2
9
2
4 

泉
区
役
所
 
 
 

TE
L
 
3
7
2-
3
1
1
1
 
 
 F
AX
 
3
7
5
-3
7
8
5 

外
壁
（上

部
）・
屋
根

 

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(壁

・
屋
根
材
の
ひ
び
割
れ
，

 
剥
落
等
の
異
常
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

窓
・ガ
ラ
ス

 

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(ガ

ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
，

 
破
損
等
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

表
面

 
  

次
の
各
項
目
に
つ
い
て
建
物
の
崩
壊
や
周
辺
落
下
物
な
ど
の

 
危
険
が
な
い
か
点
検
し
，
「
あ
る
」「

な
い
」
い
ず
れ
か
に

 
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 
「
あ
る
」
の
場
合
は

 
 
以
降
の
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

建
物
入
り
口
，

 
渡
り
廊
下
な
ど
主
要
通
路

 

 
 

 
 

□
 

な
い

 

   
□

 
あ
る

 著
し
い
ひ
び
割
れ
や

 

段
差
が
発
生
し
て
い
る

 

注
意
喚
起
，

 
程
度
に
応
じ
て

 
周
辺
立
入
禁
止

 

 

建
物
全
体

 
 

 
 

  
□

 
な
い

 
 

 

 

 □
 

あ
る

 

建
物
の
一
部
ま
た
は

 
全
部
に
崩
壊
が
み
ら
れ
る

 
 建
物
が
一
見
し
て
わ
か
る

 
ほ
ど
傾
い
て
い
る

 

建
物
の
使
用
中
止

 

 

柱
・外

壁
 

 
 

 
 

  
□

 
な
い

 

   
□

 
あ
る

 部
材
の
著
し
い
剥
が
れ
が

 

み
ら
れ
る
，

 

部
材
の
著
し
い
変
形
が

 

み
ら
れ
る

 

建
物
の
使
用
中
止

 

 

建
物
周
辺

 
□

 
な
い

 
 

□
 

あ
る

 地
割
れ
や
地
盤
沈
下
が

 

見
ら
れ
る

 

周
辺
立
入
禁
止

 

 □
 

な
い

 
  □

 
あ
る

 
 

地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の

恐
れ
が
あ
る

 
周
辺
立
入
禁
止
，

 
建
物
に
影
響
す
る

 
恐
れ
が
あ
れ
ば

 
建
物
の
使
用
中
止

 
 

- 3 -



   

 

    

 

 

 

次
の
各
項
目
に
つ
い
て
落
下
物
等
の
危
険
が
な
い
か
点
検
し
，
「
あ
る
」「

な
い
」
い
ず
れ
か
に
チ
ェ
ッ
ク
。
「
あ
る
」
の
場
合
は

 
 

 
以
降
の
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

      

参
考
：
文
部
科
学
省
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

 
「
地
震
に
よ
る
落
下
物
や
転
倒
物
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

 
～
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
～
」

 

      

      

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(内

装
材
の
ひ
び
割
れ
，
剥
落

等
の
異
常
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

      

      

      

 

□
 

な
い

 
 

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(機

器
の
傾
き
，
取
り
付
け
部

に
腐
食
・
破
損
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

 
□

 
な
い

 
 

 

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(照

明
器

具
に

変
形

･
腐

食
等

の
異
常
，
器
具
カ
バ
ー
の
は

ず
れ
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(器

具
の

傾
き

や
取

付
金

物
に
腐
食
･
破
損
，
吊
り
ワ
イ
ヤ

ー
の
破
断
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 
(天

井
に
破
損
等
の
異
常
，
天

井
の
筋
か
い

(水
平
ブ
レ
ー
ス

)
の
破
断
が
見
ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

       
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 転
倒
又
は
移
動
が
あ
る

 
(ピ

ア
ノ

に
転

倒
・

移
動
が
見

ら
れ
る

) 

周
辺
立
入
禁
止

 

 

あ
落

下
物

の
有

無
 

      

建
物
内
部
か
ら
み
た
柱
等
の
建
物
被
害

 
 

そ
の
他
，
注
意
を
要
す
る
事
項

 
◆
避
難
所
に
危
険
等
問
題
が
あ
る
場
合
の
連
絡
先

 
災
害
対
策
本
部
 

       ◆
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
関
す
る
相
談
先

 

都
市
整
備
局
 
住
環
境
部

 
建
築
指
導
課
 
  
T
E
L 
2
1
4-
8
2
99
 

青
葉
区
役
所

 
 
TE
L
 
2
2
5-
7
2
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
2
2
-7
1
1
9 

宮
城
総
合
支
所

 
TE
L
 
3
9
2-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
3
9
2
-2
2
2
8 

宮
城
野
区
役
所

 
 T
E
L
 
2
9
1-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
9
1
-2
3
7
1 

若
林
区
役
所

 
 
 
 T
E
L
 
2
8
2-
1
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
2
8
2
-1
1
5
2 

太
白
区
役
所

 
 
TE
L
 
2
4
7-
1
1
1
1 
 
 
F
AX
 
2
4
9
-1
1
3
1 

秋
保
総
合
支
所

 
TE
L
 
3
9
9-
2
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
3
9
9
-2
9
2
4 

泉
区
役
所
 
 
 

TE
L
 
3
7
2-
3
1
1
1
 
 
 
F
AX
 
3
7
5
-3
7
8
5 

避
難
所
等
安
全
確
認
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
避
難
所
内
部
編
）

 
 

 

 

落
下
物
の
有
無

 

  
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 天
井
等
の
落
下
が
あ
る

 
(内

壁
，
照
明
器
具
，
天
井
，
体
育
器
具
，
窓
・
ガ
ラ
ス

の
落
下
が
見
ら
れ
る

) 

落
下
物
の
状
況
に
よ
り

 

立
入
禁
止

 
又
は

 落
下
物
撤
去

  

  

 
 

 
 

□
 

な
い

 
  

□
 

あ
る

 落
下
の
恐
れ
が
あ
る

 

(ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
，

 
破
損
等
が
見
ら
れ
る

) 

 
 

□
 

な
い

 
  □
 

あ
る

 

建
具
に
変
形
・

た
わ

み
・
ガ
タ
つ
き
が
見

ら
れ
る

 

周
辺
立
入
禁
止

 
 

 
窓
使
用
禁
止

 

 

裏
面

 
  

柱
 
 
 
 

  
 
筋
か
い

(バ
ツ
形
の
斜
材

) 
 

 
 

 
 

  □
 

な
い

 
  

 

  □
 

あ
る

 

部
材
が
曲
が
っ
て
い
る
，

 
折
れ
て
い
る

 
 端

部
の
ボ
ル
ト
が

 
折
れ
て
い
る
，

 
外
れ
て
い
る

 

建
物
の
使
用
中
止

 

 

参
考
：
文
部
科
学
省
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

 
「
地
震
に
よ
る
落
下
物
や
転
倒
物
か
ら

 
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

 
～
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の

 
耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
～
」

 

作
成
：
仙
台
市
建
築
指
導
課

 

監
修
：
宮
城
県
建
築
物
等
地
震
対
策
推
進
協
議
会

 

照
明
器
具

 
天
井

 
体
育
器
具

 
窓
・
ガ
ラ
ス

 
内
壁
（内

装
材
） 

放
送
機
器

 

ピ
ア
ノ

 

屋
内
運
動
場

 

- 4 -


